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ボーリング柱状図
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発  注  機  関 東        経調査期間

調 査 業 者 名 主任技師 現        場
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栃木県大田原土木事務所道路部道路保全課 2008-09-01 ～ 2008-09-02
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い
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上部50cmまで植物茎・根を多く混
入するシルト混り砂礫から成り、
最大φ200mm程度の玉石を含む。

以下、ローム材を主体にシルト・
小礫が不均質に混合される粘性土
盛土による。
所々に、ロームの塊状分布を交え
る他、黒ボク土塊をも集中的に混
在する箇所あり。

2.9m付近からφ20mm内外の円礫
を所々に点在し、比較的硬く締ま
った状態を呈する。

含水・粘性中位でやや硬い。
φ15mm以下の円・亜円礫を少量
点在。

火山灰を強く感じる地層。
含水・粘性やや上位で硬い土性を
呈する。
φ5～15mmの火山礫を全体に混入
し、稀にφ40～50mm程度の安山
岩礫も含む。

7.5m以深、砂分多くなり、幾分か
粘性の低下が見られる。

φ10～30mmの火山礫を主体とし
て、所々にφ80～120mm内外の玉
石を混在する。確認された最大コ
ア長はL=10cm弱(推定礫
φ200～250mm前後)である。

マトリックスは、やや多くの細粒
土分と中～粗砂分から成り、非常
に密に充填する。孔壁は安定して
おり、自立性に優れる。
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